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 第３章 地域公共交通の現状 

１. 地域公共交通の現状 

(1) 鉄道 

津市における鉄道網には、東海旅客鉄道（ＪＲ東海）の紀勢本線及び名松線、近畿日本鉄道

（近鉄）の名古屋線及び大阪線並びに第 3 セクターの伊勢鉄道があり、名古屋圏及び大阪圏の

ほか、県内の北勢地域、南勢地域及び東紀州地域と結ばれています。 

ただし、近鉄各線が複線電化されているのに対し、津市域内のＪＲ各線と伊勢鉄道は非電化

で単線となっています。 

 
図３-１ 津市の鉄道網  
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(2) 乗合バス 

津市のバス交通には、民間事業者が運行する「高速路線バス」及び「一般路線バス」、津市が

運営する「自主運行バス（廃止代替バス）」及び「津市コミュニティバス」、NPO 法人が運営す

る「ぐるっと・つーバス」並びに地域住民が主体となり運行する「地域住民運営主体型コミュ

ニティ交通」があります。 

なお、「自主運行バス（廃止代替バス）」については、収支の悪化等により廃止となった「一

般路線バス」を津市が「一般路線バス」と同じ運行形態で運行しているものであることから、

本計画においては、特に区別が必要な場合を除き「一般路線バス」として取り扱います。 

また、「津市コミュニティバス」と「ぐるっと・つーバス」を合わせて「コミュニティバス等」

として取り扱います。 

 

表 3-1 乗合バスの種類 

種類 運営主体 

高速路線バス 
民間事業者 

一般路線バス 
一般路線バス 

自主運行バス（廃止代替バス） 
津市 

コミュニティバス等 
津市コミュニティバス 

ぐるっと・つーバス ＮＰＯ法人 

地域住民運営主体型コミュニティ交通 地域住民 

 

ア 高速路線バス 

津市における高速路線バスは、三重交通を中心に民間事業者により運行されています。 

【行先】宮城県（仙台市、名取市）、さいたま市（大宮）、東京 23区（東京駅、池袋、 

新宿、羽田空港）、立川市、横浜市、船橋市、金沢市、富山県（高岡市、富山市）、京都市 

 

イ 一般路線バス 

津市における一般路線バスは、全て三重交通が運行しており、津駅、津新町駅、久居駅と

いった主要な鉄道駅を発着又は経由する路線が主体で、東部の伊勢湾岸沿いに網目状に路線

網が存在するほか、主要な鉄道駅と総合支所所在地等とを結んでいます。 

なお、一部、津市と隣接自治体（亀山市、鈴鹿市、松阪市、名張市、奈良県御杖村）とを結

ぶ路線も存在します。 

 

ウ コミュニティバス等 

津市は、旧市町村単位の 10 の地域で構成されており、「津市コミュニティバス」は津地域

及び香良洲地域を除いた８地域（一部路線で津地域へ乗り入れ）、「ぐるっと・つーバス」は

津地域で運行しています。 

なお、津市コミュニティバスは地域ごとにルートを設定して運行しており、「（第 1次）津

市地域公共交通網形成計画」では、地域ごとの運行形態に応じて以下のとおり 3つに類型化
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しています。 

民間補完型：民間バス路線がカバーしていない場所の補完（週 1～2 日運行） 

福祉目的型：移動制約者の生活交通の確保（週 3～4 日運行） 

生活基盤型：上記に加えて、小中高生の通学に利用（毎日もしくは全平日運行） 

 

エ 地域住民運営主体型コミュニティ交通 

津市内では、一般路線バス及びコミュニティバス等が運行していない地域において、地域

住民が運営主体となって交通手段を確保しており、令和７年３月現在、１か所にて運行して

います。 

 

図３-２ 津市の一般路線バス及びコミュニティバス等の路線網 
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(3) タクシー 

津市及び松阪市（旧嬉野町、旧三雲町）で「津交通圏」を形成しており、令和６年３月現在、

津市内には事業者が９者あります。 

 

(4) 航路 

平成 17年 2月に、津なぎさまち（津新港）～中部国際空港（セントレア）間を約 45 分で

結ぶ航路が開港し、令和７年３月現在、火曜日から木曜日は９往復/日、月曜日、金曜日から日

曜日まで及び祝日は 11往復/日の運航となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-３ 航路図（津エアポートライン） 

中部国際空港 

津なぎさまち 


